
公
共
下
水
道
へ
接
続
し
ま
し
ょ
う

町
で
は
、
し
尿
や
生
活
雑
排
水
な
ど

の
汚
水
を
処
理
し
、
快
適
で
衛
生
的
な

生
活
環
境
の
確
保
と
公
共
水
域
の
水
質

保
全
を
目
的
と
し
て
、
公
共
下
水
道
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
に
汚
水
を
流
す
こ
と
で
、
住

宅
の
ま
わ
り
で
発
生
す
る
臭
い
な
ど
を

防
ぎ
、
川
や
海
な
ど
を
き
れ
い
に
保
つ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
内
全
体
の
生
活
環
境
の
向
上
の
た

め
、
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
が

整
備
さ
れ
使
用
で
き
る
区
域
内
に
お
住

ま
い
で
、
ま
だ
接
続
し
て
い
な
い
人
は

早
期
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
３
年
度
よ
り
「
宅
内
排
水
設
備

工
事
補
助
金
制
度
」
が
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
区
域
の
皆
さ
ん
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
水
道
課
業
務
係
☎

（64）
８
３
１
６

下
水
道
は

快
適
な
生
活
を

支
え
て
い
る
よ
！

宅
内
排
水
設
備
工
事
費
補
助
金

対　

象　

町
内
在
住
で
、
建
物
の
所
有

者
や
所
有
者
の
同
意
を
得
た

使
用
者

費　

用　

住
宅
の
く
み
取
り
槽
や
浄
化

槽（
単
独
・
合
併
）か
ら
下
水

道
に
接
続
す
る
た
め
の
宅
内

排
水
設
備
工
事
に
要
す
る
費

用

補
助
額　

上
限
３
万
円

※
申
請
時
に
中
学
生
以
下
の

同
居
家
族
が
い
る
場
合
は
、

上
限
５
万
円

町
指
定
工
事
店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

町
指
定
工
事
店
は
、
基
準
に
合
っ
た

設
備
を
つ
く
る
た
め
に
必
要
な
技
術
を

習
得
し
て
お
り
、
工
事
に
必
要
な
手
続

き
を
申
請
者
に
代
わ
っ
て
行
え
る
よ
う

町
が
指
導
・
監
督
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
を
行
う
際
は
、
お
気
軽
に
町
指

定
工
事
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
度
末
ま
で

下水道には流さないで

●
●●
●
「
下
水
道
」
接
続
ま
で
の
流
れ
●
●●
●

①
業
者
の
決
定

　

町
指
定
工
事
店
の
中
か
ら
施

工
業
者
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

②
工
事
依
頼

　
見
積
書
・
設
計
書
を
確
認
し
、

よ
く
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

③
補
助
金
の
申
請

　

工
事
が
始
ま
る
前
に
申
請
を

し
ま
す
。
手
続
き
は
、
工
事
店

が
代
行
し
ま
す
。

④
補
助
金
の
審
査
結
果
を
通
知

　

交
付
の
可
否
を
申
請
者
に
通

知
し
ま
す
。

⑤
工
事
開
始

⑥
工
事
完
了

　
「
補
助
金
実
績
報
告
書
」
を

提
出
し
ま
す
。
手
続
き
は
、
工

事
店
が
代
行
し
ま
す
。

⑦
完
成
検
査

　

町
の
職
員
が
現
地
確
認
を
行

い
、
検
査
に
合
格
し
た
ら
排
水

設
備
の
「
工
事
検
査
証
」
を
交

付
し
ま
す
。

⑧
下
水
道
の
使
用
開
始

　

下
水
道
を
使
い
始
め
る
と
、

使
用
料
を
納
め
ま
す
。

う確
認

、

　

家
庭
や
工
場
か
ら
出
た
汚
水

は
、
下
水
道
管
を
通
っ
て
下
水

道
処
理
場
へ
運
ば
れ
、
き
れ
い

な
水
と
な
っ
て
川
や
海
に
戻
り

ま
す
。

　

下
水
処
理
や
施
設
の
維
持
管

理
に
は
、
多
く
の
費
用
が
か
か

り
ま
す
。

　

排
水
管
や
下
水
道
を
壊
し
た

り
詰
ま
ら
せ
て
し
ま
う
原
因
と

な
る
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や

紙
お
む
つ
、
髪
の
毛
、
油
類
な

ど
の
異
物
は
、
流
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

町政の動き
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企業版ふるさと納税
甘楽の天然水商品化プロジェクト

●●● 善意に深く感謝し、広く皆さんにお知らせします ●●●

　事業の趣旨に賛同し、右の企業が寄附
されました。

（９月20日入金確認まで。公表希望のみ掲載）
企　業　名 金　額

株式会社ヤマト（前橋市） 500,000円

株式会社コルノマカロニ（東京都練馬区） 300,000円

熊井戸工業株式会社（高崎市）1,000,000円

　

昨
年
よ
り
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
、
日

本
名
水
百
選「
雄
川
堰
」の
源
水
で
あ
る
稲

含
山
の
清
流
水
を
ボ
ト
リ
ン
グ
し
た「
か

ん
ら
の
天て
ん
す
い水
」を
今
年
も
製
造
し
ま
し
た
。

　
「
か
ん
ら
の
天
水
」は
、
甘
楽
町
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
委
員（
行
政
、
住
民
、
企
業
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
、
関
係
機
関
・
団
体
な
ど
）と

高
崎
商
科
大
学
・
高
崎
商
科
大
学
短
期
大

学
部
に
よ
る
共
同
開
発
商
品
で
、
多
く
の

企
業
か
ら
の
寄
附
に
よ
り
商
品
化
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

日
々
の
水
分
補
給
や
災
害
時
の
備
蓄
品

と
し
て
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
買
い
求
め

く
だ
さ
い
。

「かんらの「かんらの天天
て ん す いて ん す い

水水」特別販売」特別販売
お待たせしました！今年もやります！

特売日特売日
10月10日10月10日

特
売
日

特
売
日

日
時

10
月
10
日（
月
・
祝
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

場
所

●
道
の
駅
甘
楽

　
　
　

●
小
幡
公
園（
特
設
会
場
）

※
小
幡
公
園
は
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー

方
式
に
よ
り
、
箱
単
位
の
み
の

販
売
で
す
。

価
格　

１
箱（
５
０
０
㎖
×
24
本
入
り
）

　
　
　

１
５
０
０
円（
税
込
み
）

　
　
　

１
本
当
た
り
62
・
５
円

　
　
　

※
お
一
人
５
箱
ま
で
購
入
可
能

　
　
　

※
道
の
駅
甘
楽
で
は
、
１
本（
70
円
）

か
ら
購
入
で
き
ま
す
。

期
間

10
月
11
日（
火
）〜
10
月
31
日（
月
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

場
所　

道
の
駅
甘
楽　

価
格　

１
箱（
５
０
０
㎖
×
24
本
入
り
）

　
　
　

１
６
８
０
円（
税
込
み
）

　
　
　

１
本
当
た
り
70
円

　
　
　

※
期
間
中
は
、
１
本（
80
円
）か
ら
購

入
で
き
ま
す
。

備
蓄
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

備
蓄
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

通常販売価格は
1本100円だよ

青少推

楽
し
い
ね　

ス
マ
ホ
じ
ゃ
な
く
て　

家
族
と
の
時
間　
　
（
甘
楽
中
２
年　

武
田
陽
菜
乃
）

「
あ
り
が
と
う
」　

日
頃
の
感
謝
を　

伝
え
よ
う　
　
　
　
（
甘
楽
中
２
年　

野
口
ゆ
ら
）

　

甘
楽
町
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
が

令
和
３
年
度
に
募
集
し
た「
家
庭
の
日
」標
語
の
優

秀
賞
作
品
で
す
。（
学
年
は
３
年
度・敬
称
略
）

毎月
第１日曜日
家庭の日

■ 問い合わせ　水道課業務係☎ 64-8316■ 問い合わせ　水道課業務係☎ 64-8316
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よ
う
こ
そ
！
ホ
リ
ー
先
生

新
・
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
紹
介         

■
教
育
課
学
校
教
育
係
☎

（64）
８
３
２
３

HELLO！HELLO！

よ
う
こ
そ
！
ホ
リ
ー
先
生

①イギリス
②ハイキングや写真撮影
③外国語を話すことによって人間関係を構築すること
④住民が優しく、風景が美しく、よい雰囲気だと思い
　ます。
⑤私を甘楽町に温かく迎えてくれたこと、大変ありが
　とうございます。お互いの文化について学ぶことを
　楽しみにしています。ホリー・ワルダ さん

（22歳）

①出身地　②趣味　③特技　④甘楽町の印象　⑤町民の皆さんへあいさつ

ALT 担当校

 ケネス・シモニアン先生 新屋小学校

 ケイトリン・スタントン先生 福島小学校
めぶきの森かんら

 ブレンダン・バスティアン先生 小幡小学校
めぶきの森かんら

 ホリー・ワルダ先生 甘楽中学校
かんら保育園

　

町
で
は
、
英
語
教
育
の
一
層

の
充
実
を
図
る
た
め
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外

国
語
指
導
助
手
）を
町
内
の
認
定

こ
ど
も
園
や
保
育
所
、
小
中
学

校
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

４
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
校
で
、
子
ど
も
た
ち
が

英
語
の
音
に
慣
れ
親
し
む
よ
う

な
授
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ミ
シ
ガ
ン
州
出

身
で
、
昨
年
秋
に
妻
と
と
も
に
来
日
し

ま
し
た
。

　

妻
は
Ａ
L
T（
外
国
語
指
導
助
手
）

と
し
て
町
の
子
ど
も
た
ち
に
英
語
を
教

え
て
い
ま
す
。
私
も
せ
っ
か
く
日
本
に

来
た
の
で
、
こ
の
町
で
何
か
で
き
な
い

か
と
思
い
、協
力
隊
に
応
募
し
ま
し
た
。

昨
年
12
月
に
協
力
隊
員
に
な
り
、
甘
楽

ふ
る
さ
と
館
で
の
調
理
補
助
を
経
て
、

２
月
か
ら
は
道
の
駅
甘
楽
で
お
弁
当
作

り
や
ピ
ザ
作
り
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

来
日
す
る
前
は
、
約
10
年
間
に
わ
た

り
複
数
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
働
き
、
フ
ラ

ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
の
料
理

を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
地
元
野

菜
を
使
っ
た
世
界
の
料
理
を
町
の
人
に

食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
お
り
、

道
の
駅
の
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
新
メ

ニ
ュ
ー
も
考
案
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
日
本
食
に
も
興
味
が
あ
り
、
日

本
の
味
や
郷
土
料
理
を
学
び
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
日
本
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
難
し
い
で
す
が
、
日
本

語
で
の
接
客
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

私
は
今
、
日
本
で
経
験
す
る
全
て
の

こ
と
に
大
き
な
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

新
し
い
文
化
や
生
活
が
体
験
で
き
、
と

て
も
や
り
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
毎
日

を
送
っ
て
い
ま
す
。

地域おこし地域おこし
　  協力隊が行く　  協力隊が行く

「
地
元
食
材
で
世
界
の
料
理
を
」

リームズ・
　　ブランドン・
　　　　リー 隊員
４人の地域おこし
協力隊が活動中

「ホリー」
と

呼んでくだ
さい

フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
ピ
ザ
も
焼
き
ま
す

町政の動き
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60
歳
以
上
の
半
数
以
上
が

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を

作
成
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

　
「
認
知
症
に
な
る
前
に
作
成
し
て
お

き
た
い
」「
身
内
が
困
ら
な
い
よ
う
に
身

の
回
り
の
整
理
や
必
要
な
こ
と
は
メ
モ

し
て
お
き
た
い
」な
ど
半
数
の
人
は
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
作
成
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
が
、「
始
め
に
く
い
」「
き
っ

か
け
が
な
い
」な
ど
で
実
際
に
作
成
し

て
い
る
人
は
約
1
割（
※
）と
少
数
で
す
。

※（
公
財
）地
方
経
済
総
合
研
究
所

　

２
０
１
７
年
5
月
の
調
査
結
果
よ
り

書
き
方
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
甘
楽
町
版
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
を
作
成
し
、
希
望
の
あ
る
団
体

や
に
こ
に
こ
甘
楽
で
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
の「
書
き
方
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
、
お
た
っ
し
ゃ
会

代
表
者
、
介
護
支
援
専
門
員
な
ど
約

１
０
０
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
第
一
生
命
保
険
株
式

会
社
の
相
続
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
講
師

と
な
り「
自
分
の
こ
と
」「
も
し
も
の
と

き
に
」「
託
す
も
の
」な
ど
項
目
ご
と
に

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、
実
際
に
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
書
い
て
も
ら
い
ま

す
。
ま
た
、
遺
言
書
作
成
の
手
続
き
に

つ
い
て
も
お
話
し
ま
す
。

      

セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
の
声（
一
部
）

●
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
持
っ
て
い

た
が
、
書
い
て
い
な
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
い
つ
何
が
起
き
る
か
分
か
ら
な
い

の
で
子
ど
も
に
伝
え
て
お
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
っ
た
。

●
と
て
も
充
実
し
た
時
間
だ
っ
た
。
全

て
を
理
解
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

徐
々
に
分
か
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

●
と
て
も
良
い
時
間
が
過
ご
せ
た
。
細

や
か
に
知
る
こ
と
が
で
き
、
絆
ノ
ー
ト

を
有
意
義
に
利
用
し
た
い
と
思
っ
た
。

●
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
大
切
さ
が

わ
か
っ
た
。

●
書
け
る
と
こ
ろ
か
ら
記
入
す
れ
ば
よ

い
こ
と
、
書
き
直
せ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
良
か
っ
た
。

●
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
知
っ
て
い

た
が
手
が
出
せ
な
か
っ
た
。
家
に
帰
っ

て
早
速
記
入
し
て
み
た
い
。

●
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い　
　
　
　
　
　
　
　

■
福
祉
課
介
護
保
険
係　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

（67）
５
１
８
２

セ
ミ
ナ
ー
受
講
の
ご
希
望
は
…

団
体　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

個
人　

セ
ミ
ナ
ー
開
催
時
に「
お
し
ら　

　
　
　

せ
版
」で
ご
案
内
し
ま
す
。

エンディングノート

「大切な方への絆ノート」
　　　　　書いてみませんか
　町では、人生の最期まで住み慣れた地域で自分ら
しく暮らし続けることができるよう「健康長寿のま
ち・かんら」を目指し、さまざまな支援をしています。
　その一環として甘楽町版エンディングノート「大切
な方への絆ノート」を作成しました。

８月22日　にこにこ甘楽 ７月22日　おたっしゃ会交流会

▼
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

実際にノートに書いてみましょう 書き方のポイントを教えます
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次の各種イベントは申し込みが必要です。
●木工体験教室　10月28日（金・県民の日）・29日（土）開催
●簡単おもちゃ作り教室　10月26日（水）・27日（木）開催
●オルゴールミニミニコンサート　10月28日（金・県民の日）・29日（土）開催
詳しくは町ホームページをご覧いただくか、文化会館にお問い合わせください。
■ 申し込み・問い合わせ　町文化会館☎74-7000　 k-bunka@town.kanra.lg.jp

●● 甘楽町文化会館からのお知らせ ●●

▲町ホームページ

群馬県版図柄入りナンバープレート　県民アンケートのお知らせ群馬県版図柄入りナンバープレート　県民アンケートのお知らせ
群馬県から

※25日㊋は午後１時開始
※29日㊏は午後３時終了

【G案】

　来年度に導入予定の「群馬県版図柄入りナ
ンバープレート」のデザイン候補案について、
県民アンケートを実施します。
　皆さんのご意見をお寄せください。
▷期　間　10月３日（月）～10月21日（金）
▷参加・投票方法
　①ぐんま電子申請受付システム
　②アンケート用紙を郵送・メール・FAX

▷投票資格　県内在住、在勤、在学の人
 （投票は１人１回）
▷申し込み・問い合わせ
　県地域創生部地域創生課
　☎０２７-２２６-２３５２
※詳細については、群馬県ホームページを
　ご覧ください。

【S案】 【U案】
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